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・力仕事は男の仕事と思われている感があります。大学も理工系の  
　男子の割合が多いとか、今も、職業によっては男の仕事、女の仕事 
　と思われているものがあることです。
・医療機関でも医者は男、看護師は女のイメージが強いです。
・家では重いものを持ったり、電球を替えたりするのはお父さんの役
　割分担になっています。
・保育士の職場体験をした時、男の子と女の子で使うものが色別に分
　かれていたり、遊び場なども違っていたりしました。小さい頃から
　男女を分けているところも性差を作る一因なのでは、と思います。
・今まで感じたことがありませんでした。

　「男女共に住みやすい社会」について、若い世代の皆さんはどう考えているのでしょう。
　そこで、今市高等学校１年生約200名にアンケートを行い、その結果を基に同校生徒会役員１
年生６名に話を伺いました（アンケート結果は円グラフ、座談会での意見は網掛け部分で、それぞ
れ関連する内容となっています）。

・家族が分担したり、協力したりして
　います。
・お母さんに頼っていましたが、高校
　生になって、休日は家族で分担して
　やるようになりました。
・女性の社会進出がある中で、家族全
　員が自分のできることをちょっとず
　つやれば良いと思っています。

Q ．性別によって不公平に感
じる事がありますか？

　　

　

Q ．家事は女性がすれ 
ばよく、 男性がする
ことではない

Q ．母親が仕事をするのはい
いが、家事を手抜きする
のは好ましくない

高校生高校生が考えるが考える男女共同参画男女共同参画って？って？

　　性差を感じるときはありますか？

　家族の中で家事は誰が
　やっていますか？

　　　

 ある 
70.4%

 ない 
29.6%

思わない 
  95.9%

そう思う 
   3.6%

無回答 
 0.5%

思わない 
  60.7%

そう思う 
  38.8%

無回答 
 0.5%
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参加してくれた今市高校１年の生徒会役員の皆さん参加してくれた今市高校１年の生徒会役員の皆さん

・ 妊娠・出産と仕事を両立するのは難しいかな、
と思います。子どもに時間が取られ、子育て
と仕事のバランスが取れないと思います。

・ 職場で「妊婦」と言われたり、子どもにかけ
る時間が多くなり迷惑を掛けたりすると、居
づらくなるのではないか、と思いました。

・ 退職はしないほうがいいと思います。働く意
欲を失わずに、仕事を続けられる社会にして
いくべきだと思うからです。

・子どもを育てるには女性だけだと不安になることもあり、子育て経験のある方と関わりを持つこと
　が悩みや不安の解消につながるので、地域との交流は大切だと思います。
・学校以外での体験として、障がいを持った方や高齢者との交流、子ども会や地域の集まり、子ども
　食堂など、さまざまな地域との関わり方があります。小さなことでも続けていけば、大きく広がっ
　ていくのではないかと思います。

編集委員より…
　参加してくれた６名中５名が共働きの家庭で、皆さん、家庭の中での役割をしっかりと担っていま
す。何ごとにも積極的に関わり、人生を堅実に捉えていることが伝わってきました。
　「男女仲良く生きていける社会・性差を感じないで働ける職場」これが本当の男女共同参画社会だ
と思いました。
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Q. 結婚や出産をする女
　性が退職するかどう
　かは、本人の働く意
　欲であり、家庭や職
　場の環境は関係ない

Q．父親が育児休暇 
　を取るのはおか
　しいと思う

取材の様子取材の様子

　　妊娠・出産と仕事の継続につい
　　て、どのように考えますか？
　　
　

　　地域との関わりとより良い社会づくりについて、どのように考えますか？　　

そう思う 
 46.4.%思わない 

  53.6% 思わない 
  96.4%

そう思う 
   3.6%


	広報にっこう３月号web_2
	広報にっこう３月号web_3

